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地球温暖化防止活動推進センター通信

「つなぐ、伝える、支える」をテーマに活動している今年度の県センター。 
今夏も、市町村環境担当課とのコラボイベントの実施や、社会福祉施設のイベントへの出展、 

そして推進員研修会の開催など、猛烈な暑さに負けず活動しました。 

■ゼロカーボン大集合！ 8/4㊐  ＠東御市中央公民館                 

東御市生活環境課とコラボさせていただき、夏休みイ
ベントを初開催しました。イベント名のとおり、会場には
ゼロカーボンに関する展示や体験ブースが集結。当セ
ンターは、市役所の皆さんや新田詔三・宮澤信・宮原則
子推進員にご協力いただき、「エコクッキング＋ソーラ
ークッキング体験」「デジタル地球儀スフィア」「発電

体験」「環境マークでお買い物ビンゴ」「エコドライブ・ 
シミュレーター体験」などを出展しました。 

強い日射しでソーラー・クッカー内の温度が上がっていく様子に驚いたり、エコク
ッキングでランチ作り（夏野菜キーマカレー、ポテトのマヨ焼き、にんじんゼリー）を楽
しんだり、デジタル地球儀をじっくり鑑賞したり、エアロバイク発電機を全力で漕いだ
り、環境マークについて改めて学んだり、エコドライブに挑戦したり…。ご興味に合わ
せて楽しみながら学習していただきました。 

■まるごとつながるフェスタ佐久平 9/15㊐  ＠イオンモール佐久平                      

佐久平駅周辺の広場や商業施設に地元の企業・団体がブースを出展し、「佐久」の魅力をアピールするイベ
ントです。当センターは佐久市環境政策課とコラボさせていただき、「うんこ先生の特別授業」「発電体験」を出
展しました。ショッピングモールでのイベントは初の試みでしたが、市役所の皆さんにご協力いただき、通りがかっ

たお客様への特別授業のご案内、発電機器の丁寧な
解説などを粘り強く行なった結果、会場は満席に！ 佐
久市スペシャル問題も取り入れた特別版の授業で皆さ
んと楽しく学ぶことができました。 

学校での出前授業や環境イベントとは異なる雰囲気
のなか、出展内容も含め、お客様にどのようにアプロー
チしていけばいいのか、貴重な気づきと学びの機会を
いただいたイベントでした。 

■第１３回いな福まつり 9/21㊏  ＠いなりやま福祉会（千曲市）     

いなりやま福祉会は、千曲市で障害福祉サービス事業を幅広く運営
する社会福祉法人で、一年に一度、施設を開放し、ステージイベントやバ
ザー、屋台を出店して、地域の方とともに楽しむ「いな福まつり」を開催し
ています。当センターの  を見てくださった福祉会スタッフの方から「う
んこ先生にぜひ来てほしい！」との熱いオファーをいただき、特別授業を

初めて屋外で開催しました。台
風の影響で天気予報も二転三
転し、一旦は授業の実施も危ぶまれましたが、当日は薄日がさす時間帯
もあり、無事に行うことができました。特別授業以外にも、春山敏雄推進
員のご協力をいただき、発電体験ブースを出展。かき氷やヨーヨー釣り、
射的に輪投げなど、お祭りならではの出店

で み せ

が並ぶなか、足を止めて体験
してくださるお客様もたくさんいらっしゃいました。福祉会の皆さんがつく
る明るく温かな雰囲気が素晴らしかったです。 

暑かった夏を振り返る ２０２４ 

エエココシシンン No.243（2024 冬）    

❹ 

 

宮宮島島  和和雄雄

月日の流れるのは早いものです。環境保全協
会へ来て  年になりました。思い起こせば、
きっかけはバーカウンターでの茅野さん＊との
偶然の出会いです。私は  年間の病気療養明け
だったことと、環境分野の経験がないことでお
断りしましたが、茅野さんの熱意に負けました。
爾来今日まで、茅野・山浦両会長や協会職員の
皆様、関係の皆様のご支援ご協力により、何と
か任期を全うすることができました。心より感
謝申し上げます。 
 私と環境の出会いは、実は八十二銀行国際部
時代に担当常務であった茅野さんから頂いた
岩波新書、環境ジャーナリスト石弘之著『地球
環境報告』でした。協会に入ってからは、協会
蔵書を読み、中でも、ローマクラブの報告書『成
長の限界』 部作などにより、 年ストッ
クホルムでの「国連人間環境会議」から始まり
 年のパリ協定に至る人間と環境の長い関
係を理解することができました。その中で、日
本の果たした役割が非常に大きかったことも
私のモチベーションアップにつながりました。 
 協会での活動には数えきれない思い出があ
りますが、「触

さわ

れる地球」との出会いが印象に残
ります。着任の年（ 年）の  月に東京ビ
ッグサイトの「エコプロダクツ展」を視察し、
そこで出会ったのが「触れる地球」です。考案
者の竹村真一先生（現京都芸術大学教授）がそ
の場におられたので、その機能や目的について
お伺いして、これは創立  周年の記念事業に
最適と考えました。そこで、先生の研究会へも 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加させてもらい、創立  周年記念講演会
（ 年  月  日）の講師をお願いしまし
た。講演会では東京から運び込んだ「触れる地
球」上の映像を見ながら、竹村先生のお話を聞
く皆さんの嬉々とした表情が忘れられません。 
その後  年、「触れる地球」は長野県エコ

活動連携事業と協会で共同購入し、最終的に
 年協会へ寄贈されました。現在、兄弟機
器の「スフィアⅠ」「スフィアⅡ」と共にイベン
ト等で人気演目となっており、嬉しい限りです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 年  月  日に茅野さんが永眠されまし
た。悲しい出来事ではありましたが、茅野さん
の環境保全への想いは、職員一同の胸のうちに
引き継がれています。改めてご冥福をお祈りい
たします。 
後任の齊藤明雄さんは、八十二銀行監査役や

株式会社長栄の社長を務められ、広い視野から
環境課題に取り組んでいただける方です。国際
部では一緒に仕事をしたこともあり、気心も知
れた仲で、後をお任せ出来ることは誠に幸運な
ことで感謝感激です。 
地球温暖化の危機は、今や喫緊の課題です。

国や企業による対策強化は言うまでもありま
せんが、環境保全協会の活動がゼロカーボンの
未来社会につながることを願っています。 
 
＊茅野 實（ちの みのる 1933-2021） 

元⼋⼗⼆銀⾏頭取。1998 年 11 月、当協会を設⽴、 
初代会⻑（在任期間︓2014 年 10 月までの 16 年間）。 

創⽴ 15 周年記念講演会で講師を務める⽵村真⼀ 
先生（2013.11.10 ⻑野バスターミナル会館） 

企画展「自然との共生へ〜過去から未来へつなぐバト
ン〜」展の「触れる地球」体験会で解説する筆者 

（2023.7.22 ギャラリー82） 
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■県推進員研修会 8/8㊍  ＠松本市中央公民館        

かねてから強いご要望のあった対面式（＋オンライ
ン）の研修会（なんと  年ぶり！）を松本市で開催しまし
た（会場参加 名、オンライン参加 名）。 
前半は、中部地方環境事務所の縄野正衡様から「デ

コ活の概要と普及のポイント」についてご講演いただき
ました。急遽オンライン出演となりましたが、推進員の皆さんの質問にも丁寧にお答えいただきました。 
後半は、宮澤信・宮原則子推進員から普段実践されている活動の発表があり、環境保全活動を始めるきっか
け（宮澤推進員）、東御市生活環境課の皆さんとの協働（宮原推進員）などのお話が印象的でした。その後、参
加者全員が地域ごとに分かれ、現状の課題や今後の活動などをテーマに意見交換を行いました。 
 

へのご参加ありがとうございました！ 
長野県センターは県などと共催で、

9 月２０日㊎から 10 月 4 日㊎まで

の 2 週間、「信州スマートムーブ通勤

ウィーク」を実施しました。参加事業

所数、参加者数とも昨年度を上回る

結果となりました。 

 
 

 

■実施期間  令和 6 年 10 月～12 月 

■賛同対象の事業所 

以下の①または②の取組を実施する県内所在の事業所 

① 従業員が「職場受取＊」できるようにする。 

② 従業員に荷物を１回で受け取る啓発を行う。 

■賛同方法  特設サイトからお申し込みください。 

既にご賛同いただいている場合、再度の登録は必要ありません。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加事業所数 176 事業所 

のべ参加者数 41,252 人 

うちノーマイカー 9,476 人 

同 エコドライブ 31,776 人 

CO2 削減量 80t-CO2 

（約 7,700 世帯の 1 ⽇あたりの排出量に相当）

特設サイト 

12～2 月  
2050 ゼロカーボンの 

実現に向けて 

省エネで信州を暖かく 
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●⻑野県地球温暖化防止活動推進センター 

    
●⻑野市地球温暖化防止活動推進センター 

    

＊職場受取とは… 

従業員が個人の荷

物（宅配便）を職場

に届けてもらうこと 
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⻑野県 PR キャラクター「アルクマ」©⻑野県アルクマ  

⻑野県 PR キャラクター「アルクマ」©⻑野県アルクマ  

ごご寄寄付付のの御御礼礼  

株式会社福来産業（坂城町）様よよりり、、八八十十二二

銀銀行行のの「「地地方方創創生生・・ＳＳＤＤＧＧss 応応援援私私募募債債」」にによよ

るる手手数数料料割割引引分分ののごご寄寄付付ををいいたただだききままししたた。。  

環環境境保保全全活活動動にに活活用用ささせせてていいたただだききまますす。。  

あありりががととううごござざいいままししたた。。  

予告 
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